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「大人の責任」 

新婦人緑支部 

寺中 佳与子 
 「この少子化の時代に珍しいね」多くの人が目を点にしながら、必ずと言ってよい

ほど、私に向かっていうセリフだ。子育てを始めて２３年、末っ子は５歳。小・中・

高生のいる３男５女、８人の子の子育て現役ママです。 
 私が新婦人の活動に積極的にかかわるようになったきっかけは、「子育てがしずらく

なったな」と感じるようになったと同時に、悩んでいる若いママ達に「大丈夫だよ」

と伝えてあげられる場所がほしいという要求からでした。子育てを始めた頃は、少な

いながらも地域に市場や商店街があり、たくさんの地域の人と交流し、会話すること

ができ、「（子育て）大変だね」「みんなも昔そうだった」「ガンバレ」と温かい励まし

の言葉をかけてもらいました。それが、いつの頃からか、市場がスーパーに変わり、

地域の人と会話する事が無くなり、漏れ聞こえてくるのは「どんな育て方しているん

だ」「しつけがなってない」など非難の声。 
気付かないうちに社会環境・地域環境が変っていたのです。 

 先日我が子たちの通う定時制高校で個人懇談会があり、そこでの話は我が子のこと

よりも多くの生徒たちの窮状でした。（苦笑）昨年から経済不況に伴い授業料滞納問題

が浮上しました。定時制高校は働きながら通うという性格上（現状は違いますが）生

徒自信が働いて授業料を納めるという考えのある中、この不況の下、仕事（アルバイ

ト）につくことができない生徒が増えていると…、奨学金を受け取るにも働いている

ことが前提にあるため、ある程度の収入と収入の見込みがなければ受けることができ

ない。最近では年齢に関係なく高校生は雇わないところも増えているという。親の経

済状況も厳しく頼ることができない生徒はまさに八方ふさがりだ。やっとのことで仕

事に就けても長続きしない…どうして？？ 
 多くは人との関わりが苦手だという…そうだ、家庭と学校という限られた人の関わ

りの中で育ち、地域社会の中で人とかかわりながら育っていないのだ。 
 少し前に新婦人の行動中の会話で「仕事が無いなんて選んでるからだ」「学費は親の

責任だ」と個々責任だといった人がいた。本当にそうだろうか……これって社会の大

人の責任ではないのか？ 
 ｢地域の人とつながり、地域の中で子育てを！｣ 
新婦人の活動はとても大切で大きな意義のある活動だと思う。さあ、今日も地域のお

ばあちゃんとして、大人の責任を少しでも果たすため、元気に頑張ります！ 

 
 

第
八
回
緑
区
平
民
懇
総
会
を
開
催 

 

二
〇
〇
九
年
度
緑
区
平
民
懇
総
会
を
６
月
二
十
一
日
（
日
）
に
有
松
診
療

所
の
組
合
員
ル
ー
ム
で
開
催
し
、
二
〇
名
が
出
席
。
今
年
度
の
総
会
は
、
出
席

し
た
会
員
み
ん
な
が
発
言
し
活
動
の
交
流
が
で
き
る
総
会
に
し
ま
し
た
。 

討
論
で
は
、
オ
バ
マ
米
大
統
領
の
プ
ラ
ハ
で
の
演
説
は
大
き
な
前
進
。
こ
の

な
か
で
北
朝
鮮
問
題
を
ど
う
見
る
か
が
大
き
な
問
題
。
日
本
政
府
は
、
ア
メ
リ

カ
に
「
核
の
傘
で
守
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
核
抑
止
論
の
立
場
で
、
核
廃
絶
へ

の
道
の
足
を
引
っ
張
っ
て
い
る
。NP

T

再
検
討
会
議
に
向
け
た
取
り
組
み
＝
代

表
を
送
る
取
り
組
み
で
緑
区
平
民
懇
で
も
こ
の
代
表
派
遣
を
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
情
勢
が
急
激
に
想
像
を
超
え
て
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
緑
区
平
民
懇

の
出
番
の
情
勢
だ
。
緑
区
で
派
遣
切
り
に
あ
っ
た
労
働
者
が
裁
判
を
闘
う
、「
支

援
す
る
会
」
を
立
ち
上
げ
る
の
で
支
援
を
。
緑
区
平
民
懇
が
ど
う
い
う
組
織
か
、

分
か
る
よ
う
に
宣
伝
す
べ
き
。
平
民
懇
は
“
懇
談
会
”
で
あ
り
、
３
つ
の
共
同

目
標
の
な
か
の
一
つ
で
も
一
致
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
懇
談
し
話
し
合
っ
て
共

同
の
輪
を
広
げ
て
い
く
と
こ
ろ
に
“
懇
談
会
”
と
し
て
の
意
味
が
あ
る
。
「
公

立
保
育
園
を
な
く
さ
な
い
で
」
の
直
接
請
求
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
待
機

児
童
を
解
消
す
る
取
組
み
、
軽
度
発
達
障
害
の
子
ど
も
と
父
母
の
会
と
連
携
し

て
と
り
く
む
こ
と
な
ど
の
発
言
な
ど
、
緑
区
平
民
懇
と
し
て
の
役
割
が
大
き
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
と
、
そ
れ
に
応
え
る
と
り
く
み
の
大
事
さ
が
共
通
し
て

語
ら
れ
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
「
出
席
者
の
ほ
と
ん
ど
が
発
言
で
き
よ
か
っ
た
」
と
か
、
「
こ

れ
で
も
時
間
が
足
り
な
い
く
ら
い
だ
」
な
ど
の
感
想
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

最
後
に
役
員
を
選
出(

下
段
に
掲
載
）
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。 
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昇 

（
総
合
病
院
南
生
協
病
院
名
誉
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長
・
医
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上
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健
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（
南
民
主
商
工
会
副
会
長
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小
池
ま
り
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（
新
日
本
婦
人
の
会
緑
支
部
長
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小
澤 

武
夫 

（
有
松
学
区
区
政
協
力
委
員
長
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か
と
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典
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（
日
本
共
産
党
名
古
屋
市
会
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小
池
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（
大
高
南
学
区
区
政
協
力
委
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長
・
市
営
森
の
里
荘
自
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会
長
） 

佐
藤 

和
之 

（
医
師
・
佐
藤
内
科
医
院
院
長
） 

沢
田 

啓
子 

（
緑
区
母
親
連
絡
会
代
表
委
員
） 

篠
田 

鉄
郎 

（
歯
科
医
師
） 

杉
浦 

 

豊 

（
弁
護
士
） 

杉
江
た
き
子 

（
新
日
本
婦
人
の
会
愛
知
県
本
部
代
表
委
員
） 

中
島 

信
行 

（
桶
狭
間
学
区
区
政
協
力
委
員
） 

服
部 

証
次 

（
画
家
） 

深
谷
勇
次
郎 

（
み
ど
り
音
楽
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
） 

増
田 

 

勝 

（
作
家
・

東
部
ま
ち
づ
く
り
の
会
代
表
世
話
人
） 

菱
川 

玲
子 

（
民
族
舞
踊
研
究
か
す
り
の
会
代
表
） 

青
木 

陽
子 

（
作
家
・
日
本
民
主
主
義
文
学
会
常
任
幹
事
） 

大
草 

稔 
 

（
日
本
共
産
党
緑
区
委
員
長
） 

西
村 

徹
男 

（
年
金
者
組
合
緑
支
部
執
行
委
員
） 

 
 

 
 

 

世
話
人 

伊
東 

祐
一 

（
気
功
教
室
教
師
） 

上
田 

英
二 

（
全
国
一
般
労
組
ア
ク
リ
ル
分
会
） 

尾
崎 

純 
 

（
年
金
者
組
合
緑
支
部
書
記
次
長
） 

朝
日 

勝
子 

（
新
日
本
婦
人
の
会
緑
支
部
平
和
部
） 

清
原 

晶
子 

（
南
民
主
商
工
会
婦
人
部
員
） 

具
志
堅
邦
子 

（
陶
芸
作
家
） 

斉
藤 

晏
宏 

（
桃
山
診
療
所
所
長
・
医
師
） 

杉
江 

栄
一 

（
中
京
大
学
名
誉
教
授
） 

垣
内 
尚
生 

（
人
形
劇
団
む
す
び
座
代
表
） 

土
井 

敏
彦 

（
有
松
診
療
所
所
長
・
医
師
） 

野
原 

敏
雄 
（
中
京
大
学
名
誉
教
授
） 
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愛
知
私
学
父
母
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緑
常
任
幹
事
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小
林 

信
次 

 

（
元
小
学
校
教
師
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